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序

南砺市の中央部に位置する北山田地区は、山田川左岸の河岸段丘

上にあります。近年の開発行為に伴い発掘調査が行われ、縄文時代

から中世まで様々な遺跡が発見され、多くの歴史遺産が埋蔵されて

いることがわかりました。

今回の調査は一般県道福野城端線道路改良工事に伴 う久戸Ⅱ遺跡

の本調査であり、本書はその調査結果をまとめたものです。郷上の

歴史解明や、学術研究等に活用していただければ幸いです。

この調査の実施にあたり、富山県土木部、南砺市シルバー人材セ

ンターをはじめ、地元住民の方々に多大なご協力を賜りましたこと

に、深く感謝するものであります。

平成18年 3月

南砺市教育委員会

教育長 梧 桐 角 也



例   言

1.本書は、一般県道福野城端線改良工事に伴 う富山県南砺市久戸Ⅱ遺跡の発掘調査概要である。

2.調査は、宮山県土木部の委託を受け、南砺市教育委員会が実施した。現地調査は、平成17年 3月 24日 か

ら同年 6月 8日 までである。調査面積は1,685ピ である。

3.調査事務局は南砺市教育委員会文化課におき、文化課長 上田一郎総括のもと、文化財係長 林浩明、

同係文化財保護主事 片田亜紀が調査事務を担当した。調査の担当及び本書の執筆は、片田が行つた。

4.発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々の協力・助言があつた。記して謝意を表する。

荒井武光・太嶋勇・丹保光雄・山田政寛 (敬称略・五十音順 )

5.本書で使用した方位は真北である。土層の観察には、小出正忠・竹原秀雄編著1967「新版標準土色帖」

日本色研事業株式会社を用いた。

6。 今回の調査で記録した図面、写真、出土遺物は南砺市教育委員会が保管している。

7.調査参加者は次のとおりである。

井日金治・井日外治 。井口冨士雄・棚田俊雄・溝口日出夫・山田善之

井日艶子・橋本澄子・水日浜子・溝日秋子・山田澄乃 (現地作業員)

西川和美 (遺物整理作業)
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I 位置と環境

富山県南砺市は、石川県金沢市と県境をなす富山県の西南部端に位置する。町の西側には、養老 3年

(719)、 泰澄大師によって開山されたと言 う霊峰医王山をはじめとする山脈が連なる。市の南西部にある

大門山から流れる小矢部川が、その支流とともに平野部を形成する。福光の市街地は主に小矢部川沿いに

展開し、小矢部川とその支流である山田川に挟まれた段丘には小河川が縦横に走り、それらを利用した田

地が広がる。

久戸Ⅱ遺跡は、山田川左岸の標高約67m～ 70mの緩やかな傾斜を持つ洪積台地上の高宮田尻面に位置

する。現況は主に水田である。山田川を隔て、砺波平野を一望できる微高地に立地し、台地末端から河川

域までの比高差は2m前後を測る。

周辺には、在房遺跡、久戸遺跡、神成遺跡、宗守遺跡、梅原胡摩堂遺跡などの遺跡が密集しており、近

年の調査で、古墳時代、奈良 。平安時代の住居跡や中世の建物跡が数多く発見されている。また墨書土器

や製塩土器なども出土しており、北山田地区一帯では古 くから大規模な集落が営まれていたことがわかる。

文献資料では、旧福光町の一部が幅波川上郷に合まれていたとされている。平安時代には川上村と呼ば

れ、官倉が置かれていたことが知られる。その後11世紀には円宗寺領石黒庄が成立し、当地域はそのうち

の山田郷の一部に合まれる。

1久戸 Ⅱ遺跡
2在房遺跡
3久戸遺跡
4久戸東遺跡
5神成遺跡
6宗守遺跡
7徳成 Ⅱ遺跡
8徳成遺跡
9東殿遺跡
司0東殿 Ⅱ遺跡
¬ 東殿Ⅲ遺跡
司2東殿Ⅳ遺跡
13梅原胡摩堂遺跡
刊4梅原落戸違跡
司5梅原加賀坊遺跡
司6梅原安丸Ⅲ遺跡
刊7梅原安丸 Ⅲ遺跡
¬8梅原安丸Ⅳ遺跡
19梅原安丸違跡
20梅原安丸V遺跡
2刊 梅原出村Ⅲ遺跡
22梅原上村遺跡
23う ずら山遺跡
24梅原出村 Ⅱ遺跡
25宗守城跡・

宗守寺屋敷跡遺跡
26.TH」-15遺跡
27三十三塚
28 TH」 -16遺跡
29安楽寺跡

第 1図 位置と周辺の遺跡 (S=1:25,000)



Ⅱ 調査に至る経緯と経過

旧福光町北山田北部地区では、東海北陸自動車道建設、県営ほ場整備事業 (担い手育成型)の施工に伴い、

遺物分布調査、試掘調査を行い、地区の大部分に縄文時代から中近世に続く集落等が遺存する埋蔵文化財

包蔵地を確認した。この結果、工事の施工によりやむを得ず遺跡が破壊される、または永久に調査する機

会を失つてしまう箇所については、県埋蔵文化財センター、財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査

事務所、町教育委員会がそれぞれ本調査を実施してきた。

一般県道福野城端線 (以降 「県道」)は北山田地区を南北に走る道路である。この県道については改良

計画があげられており、埋蔵文化財包蔵地内にあたる神成・久戸地内で工事が進められることなつたため、

平成15年度から本調査を実施することとなつた。

平成15年度の調査は、県道が新しく敷設される部分の南端であり、面積は神成遺跡600だ、久戸Ⅱ遺跡

840ピの計1,440だ である。今回の調査地区は平成15年度の調査地区の北側の延長である。調査地区は久戸

Ⅱ遺跡の南西端に位置し、西には久戸遺跡が隣接する。南北幅は約130m、 東西幅は約■mでぁる。面積

は1,685rを測る。

Ⅲ 調査の概要

1.調査の方法

調査区域の設定後、試掘調査の結果にもとづき、調査員の立ち会いのもとで表土除去を行った。表土除

去には重機を使用し、耕作土および前回ほ場整備時の盛土の層まで掘削した。耕作土は、盛土と分けて調

査区の外に搬出した。

表土除去後に、調査区に合わせたおおよその東西方向、南北方向に基準杭を設置して調査区割 りを行つ

た。区割 りは、南から北にX軸、西から東にY軸とし、 2mを一区画としてアラビア数字で表記した。

調査区に合わせてサブ トレンチを設定し、地山面まで掘 り下げて層位を観察した。一部にセクションベ

ル トを残して層位を確認しながら、人力による包合層掘削、遺構検出、遺構掘削を行つた。遺構の掘削は、

埋上の堆積状況を観察するために半載するか、セクションベル トを2本ないし3本残して掘削し、土層の

記録作業が終わりしだい完掘した。排土は、人力により調査区外へ搬出した。

遺構は検出後、1:100で概略図を作成して、遺構ごとに通し番号をつけ、管理した。遺構の検出状況や

土層、遺物の出土状況は、手実沢1に より1:20で図化を行つた。また各遺構の検出状況、断面、完掘状況な

どの記録写真、調査区のブロック写真、全体写真を撮影した。すべての遺構完掘後、ラジヨンヘ リコプタ

ーによる空中写真測量撮影を図化用に行い、あわせて俯敵・斜め写真等を撮影した。

出土遺物は、現地作業と並行して洗浄・バインダー処理・注記・仕分けの整理作業を行った。接合、復

元は現場作業中止時や、現場終了後に行った。写真や図面は年度・遺跡・地区ごとにファイルにまとめ、

出土遺物は報告書の写真図版のとおりに整理箱に収めた。またそれ以外の遺物は地区の遺構ごと、グリッ

トごとにならべて整理箱に収めた。
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第 2図 遺跡範囲と調査区位置図 僣=1:5,00⑪
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2.久戸Ⅱ遺跡 6地区の概要

仰}地形と層序 (第 3図 )

6地区は、久戸 Ⅱ遺跡の中央から南西よりに位

置する。現況の一般県道福野城端線の西隣である。

海抜は70。 1～ 71.lmを測 り、地形は南から北ヘ

緩やかに傾斜している。地表から地山面までは約

25cmあ り、地山 (黄褐色粘質土/砂礫土)、 遺物包

合層 (黒褐色粘質土)、 盛土 (茶褐色粘質土)、 現

代の耕作上の順に堆積 している。X15～ 20付近

に旧河道 S D01があり、これより南では包合層は

遺存していない。

121 遺構の概要

S101(第 9図 。図版 2)

調査区南東端、X2、 Y10付近に位置する。東西、

深さは約20cmで あり、埋土は黒色粘質上を中心に3

遺物に土師器・皿、甕の底部がある。

地山 (粘質土 )

地山 (砂質土 )

第 3図 久戸Ⅱ遺跡 6地区の基本層序

南北共に幅約2.6mの 隅丸方形の竪穴状土坑である。

層に細分できる。壁面は緩やかに立ち上がる。出土
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第 4図 久戸Ⅱ遺跡 6地区の調査区割 (S=12,000)
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S102(第 9図 。図版 2)

調査区南東端、Xl、 Y9付近に位置する。東西方向約 3m、 南北方向約2.3mの 長方形の竪穴状土坑

である。深さは約40cmで あり、埋土は黒色粘質土を中心に 5層 に細分できる。壁面は西側が急に、東側

は緩やかに立ち上がる。出土遺物には須恵器・杯、土師器・皿、小甕がある。

S103(第 10図・図版 2)

調査区の中央より南側、 X14、 Y6付近に位置する。住居の北側は暗渠に切られているが、 1辺が2m

程の竪穴状土坑である。深 さは約40cmで あり、埋土は黒色粘質上を中心に 2層 に細分できる。炭化物が

多く混入している。出土遺物には土師器・皿、珠洲・甕がある。

S B01(第 7図・図版 3)

調査区中央付近、X35～ 38、 Y6～ 8に位置する。東側が調査区外に伸びるため東西方向は 2間以上、

南北方向は 3間の総柱建物である。棟方向は真北に対し 7° 西へ振れる。建物の柱間は約1.5m、 柱穴は

直径30～ 50cmの 円形を呈する。深さは約25cmで あり、埋土は黒色粘質上を中心に地山粘質上が混じる。

Plか ら須恵器・壼の底部が、 P3か らは須恵器・壷の体部が出上している。

S B02(第 8図・図版 3)

調査区中央付近、X39～ 46、 Y6～ 8に位置する。南北方向は 5間、東側が調査区外に伸びるため、

東西方向は 2間以上の総柱建物である。S B01の 北約2.5mに 位置し、棟方向は真北に対し22° 東へ振れる。

建物の柱穴は、直径20～ 30cmの 円形を呈し、深さは約20～ 30cmで ある。埋土は黒色粘質土を中心に若

千地山粘質上が混じる。

S B03(第 7図・図版 3)

調査区北側の西寄り、X56～ 58、 Y3～ 5に位置する。南北方向は 2間、西側が調査区外に伸びるため、

東西方向は 3間以上の側柱建物であると考えられる。棟方向は真北に対し13° 東へ振れる。建物の柱穴は、

直径20～ 25cm、 深さは約20cmのほぼ円形を呈する。埋土は黒色粘質土を中心とし、地山砂質土や礫が

混じる。

S K14・ 15(第10図 。図版 5)

S K14は調査区の中央南側寄 り、X12、 Y7付近に位置する。南北2.5m、 東西2.2mの不整形の土坑である。

検出面からの深さは 8cmと 浅いが、埋土は 2層に細分でき、そのうち上層の①層は炭化物のみが 3cm程

堆積している。 S K15は X13、 Y7付近、 S K14の 北側に位置する。南北 3m、 東西2.5mの やや円形の

上坑である。深さは約10～ 15cmと 浅いが、埋土は炭化物の層と黒色粘質土と地山混じり具合で 3層 に分

けられる。 S K14と 同じく炭化物のが多く混入している。

S D01(第 6図 )

調査区の中央付近を南東から北西へ流れる。河道内には現代の暗渠が 4本入つており、北側の肩は検出

できなかつたが、幅は10m程 と考えられる。深さは約1.5mを測 り、埋土はおおまかに3層 に分けられる。

上層が渇灰色粘質土、中層が砂礫混じりの黒色粘質上である。下層は青灰色粘質土と砂礫上が互層をなす。

中層は中世には埋没していたが、上層は近代まで流れていたようで、近代の陶磁器などが多数混入してい

る。中層と下層からは縄文土器、土師器、須恵器、珠洲、青磁、八尾、木製品が数多く出上しているが、

流れ込みによるものと考えられる。この河道からは試掘調査時にも、多 くの土器や木製品が出上している。

中には15世紀頃の祭祀に使用 したと考えられる木製人形もある。

S D02・ S D03・ S D04(第 5図 )

調査区中央 X16～ 20、 Y7付 近 に位置 し、南北方向に 3本が並行 している。非常に浅い遺構であ り、
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確認できた全長は S D02が 2.5m、 S D03が 8m、 S D04が 2mである。幅は約25cmで あり、畑のサク状

遺構とも考えられる。

S X01(第 9図 。図版 4)

調査区南側、X4、 Y8付近、 S101の西側に隣接する。南北約2.5m、 東西約 3mの隅丸方形の大型

土坑である。深さは約40cmで あり、埋土は黒褐色粘質土と黒色粘質土に地山が混じり6層 に細分できる。

遺構内のほぼ中央 と西側に深さ20cm程の穴を検出した。西側で、 S K09を、東側で S X04を切つている。

珠洲、砥石が出上している。

S X02・ 03・ 04(第 9図 。図版 4)

調査区南側、X4、 Y8付近に位置する。 S X02は南北約2.5m、 東は S X03に 切 られているが、東西

推定 3m弱の方形の大型土坑である。深さは約50cmであり、埋土は黒色粘質土と黒褐色粘質± 5層 に細分

できる。土坑内の西寄 りに、地山を削り出して成形した直系約 lmの円形のテーブル状遺構がある。その

直上には集石があつたが、用途は不明である。 S X03は S X02の東に隣接し、 S X02を 切つている。東側

はS X04に 切 られているため、遺構の全容ははっきりしない。埋土は黒褐色上を中心に3層 に分けられる。

S X04は S X03の東側に隣接し、 S X03を 切つている。南北は幅約 4m、 東西約 3mの隅九方形の大型土

坑である。立ち上が りはゆるやかで、深さは約80cm、 埋土は黒褐色粘質土と黒色粘質土を中心に4層 に細

分できる。 S X04か らは中世土師器、珠洲 。す り鉢が出上している。

S E01・ 02(図版 5)

調査区南側、X3、 Y8付近に位置する。直径 lm前後の円形を呈し、断面形は袋状に広がっている。

約1.3m掘削したところで湧水点に達した。埋土は黒褐色土 と地山粘質上が混じる。共に素掘 りの井戸で

ある。 S E02か ら箸が出上している。

柱穴

柱穴はS D01か ら北側に集中している。土坑や竪穴住居の周 りに多いが、建物となるような規則的な並

びは見つけることができなかった。

(3)遺物の概要

出土遺物には、縄文土器、土師器、須恵器、中世土師器、珠洲、越前、八尾、青磁、木製品がある。以

下出土遺構別に述べる。

S101(第■図・図版 6)

1は中世土師器 。皿である。非ロクロ成形であり、日縁部付近にナデが、底部に指圧痕がみられる。 2

は土師器の底部である。

S102(第■図・図版 6)

3は土師器 。甕の口縁部である。 4は須恵器・杯の底部である。内面ロクロナデが施され、底部はヘラ

切 りである。色調は青灰色である。 5は土師器・皿である。 6は珠洲・甕の体部破片である。内面に当て

具痕、外面に平行叩き目がみられる。

S103(第■図・図版 6)

7、 8は土師器・皿である。 9、 10は珠洲・甕の体部破片である。外面に平行叩き目がみられる。11は

珠洲・甕の頚部破片である。内面に当て具痕、外面に平行叩き目がみられる。外面に「大」の字の刻字文

と「①」の印花文が施されている。
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S B01(第 13図・図版 6)

12は S B01の Pl出土で、須恵器・壷の体部下半と考えられる。色調は青褐灰色を呈する。13は P3か

らの出上で、須恵器・壺の体部である。内面にロクロナデがみられる。外面に自然釉がかかる。

S K04(第 11図 。図版 6)

14は 中世土師器・皿である。ロクロ整形であり、底部に糸切 り痕がみられる。15は 中世土師器 。皿で、

プトロクロ整形である。

S K16(第■図 。図版 6)

17は土師器・皿である。底部に糸切 り痕がみられる。底部からほぼ直線的に開く形で、内外面にナデを

施す。

S X01(第 11図・図版 6)

18は珠洲 。甕の体部破片である。内面に当て具痕、外面に平行叩き目がみられる。

S X02(第■図・図版 6)

19は須恵器・杯である。20は砥石である。一部が欠損しているが、両面共に磨耗している。21は珠洲・

壷か甕の体部破片である。外面に平行叩き目がみられる。

S X04(第 12図 ・図版 6)

22は土師器・皿である。23は土師器・椀である。24は珠洲 。す り鉢である。焼きぶくれがある。

S X05(第 12図 。図版 6)

25'26は土師器・皿である。非ロクロ整形である。

S D01(第 12～ 13図・図版 6～ 9)

27～ 29は縄文土器・深鉢である。28は内面をケズリ後ナデ調整を施し、指圧痕が見られる。外面はヘ

ラ状工具による横、斜めの条痕がみられる。29は、外面の上部に4状の平行紋があり、下部に櫛状具によ

る縦方向の条痕がみられる。30～ 36は須恵器である。時期は 8世紀後半から9世紀頃である。30。 31は

杯である。32は杯 Bである。33～ 35は蓋である。34は焼きぶ くれがあり、ひずみが生じている。35は ほ

ぼ完形に復元できる。36は須恵器 。鉢である。37～ 40は土師器・皿である。38は内面に黒色処理を施す。

41は青磁。椀である。連弁紋がみられる。42～ 44は珠洲・甕の口縁部である。12世紀頃のものと考えられる。

45は珠洲 。すり鉢の体部破片である。外部に「≠□」の文字のヘラ書きが施されている。46は珠洲・甕の

体部破片である。内面に当て具痕が、外面に平行叩き目がみられる。47は越前・甕である。48・ 49は八尾・

甕である。50・ 51は木製の椀であり、内外面に黒漆が塗布されている。52・ 53は箸である。54は 曲物の底

板である。刃当たり痕が見られる。

S E02(第 13図 。図版 9)

55は木製の箸である。

柱穴 (第 13図 。図版 9)

56は P91出上の土師器。ブトロクロ整形の皿である。57は P105出上の中世土師器・椀か皿の日縁部である。

58は P134出 土の上師器・柱状高台の皿である。59・ 60は P153出 上の上師器・皿である。

包含層 (第 13図・図版 9)

61は土師器・椀の底部である。62は土師器・柱状高台の皿である。63は土師器・非ロクロ整形の皿であ

る。64は珠洲・すり鉢である。
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Ⅳ まとめ

1.今 回の調査 区では、全体的 に遺物包合層は削平 を受 けているが、多 くの大型土坑や柱穴を検 出 した。

今回確認 したのは竪穴住居 3、 掘立柱建物 3棟、土坑 17基、井戸 2基、河道 1、 柱穴である。時期は主

に古代か ら中世である。

2.南 側の一段高い部分では、遺物包合層は削平 を受 けてい るが、多 くの大型土坑や柱穴を検出 した。 し

か し、土坑か らの出土遺物が少な く、用途 ははつき りしない。また建物 とな りそ うな柱穴列も発見でき

なかつた。井戸は素掘 りで、上屋の跡 も検出できなかった。

3.調 査区の中央付近で検 出 した土坑 2基には遺構 内や周辺 に焼土 はないが、炭化物が集 中していた。ま

た河道か らは縄文～近世 まで多 くの遺物が出土 した。 しか し、 この河道 は中世までにある程度埋没 し上

層にあたる部分 は近代まで流れていた と考 えられ る。縄文や古代 の遺物 は各時代の流れ込み によるもの

と考 えられ る。

4。 今回の調査で検出 した掘立柱建物 3棟の うち S BOと 、 S B02は総柱建物で柱穴 も大 き く、出土遺物か

らみても、 8世紀後半か ら 9世紀代 に属す る と考 えられ る。 S B03は側柱建物であ り柱穴の大 きさも小

さく、 S B01や S B02よ りも時期 は若千新 しい と考 え られ る。

参考文献

井口村教育委員会2002『井口A遺跡発掘調査報告』

内田亜紀子2003「 富山県の黒色土器(2)-9～ 11世紀の県内資料を中心にして一」『紀要第 6号 富山考古学研究』

金田章裕1993「医王山麓の平野における中世の景観」『医王は語る』

小杉町教育委員会2005『赤田 I遺跡発掘調査概要(1)』

lRIl富 山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所1996『梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺構編)』

lREl富 山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所1996『梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺物編)』

側富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所2003『勅使塚古墳 永代遺跡 安居窯跡群 中山中遺跡発掘調査報告』

側富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所2003『任海宮田遺跡発掘調査報告 I』

珠洲市立珠洲資料館1989『珠洲の名陶』

福光町教育委員会2001『在房遺跡 I』

福光町教育委員会2003『県営ほ場整備事業(担い手育成型)に係る埋蔵文化財包蔵地試掘調査報告一北山田北部地区―』

福光町教育委員会2004『神成遺跡 I 久戸 H遺跡Ⅱ』

南砺市教育委員会2005『久戸亘遺跡Ⅲ 神成遺跡Ⅱ』

舟橋村教育委員会2000『浦田遺跡発掘調査報告(3)』

北陸古代土器研究会1993『北陸古代土器研究第 3号』

北陸古代土器研究会1994『北陸古代土器研究第 4号』

北陸古代土器研究会1995『北陸古代土器研究第 5号』

北陸古代土器研究会1997『北陸古代土器研究第 6号』

北陸古代土器研究会1997『北陸古代土器研究第 7号』

吉岡康暢1991『 日本海域の土器・陶磁 [古代編]』 六興出版

-8-



ヽ

|

12

甲謡

ヽ

Ａ

P126
P122

P124 Q
③
◎

P123

19 Pu6

10

第 5図 久戸Ⅱ遺跡 6地区遺構配置図佃)(S=1:200)

-9-



一　

　

　

‐

２
幽

開
。
　
ｏ
曲

榊
略
　
＝
躙。ｏとP98   1と F♂脚

Ъ◎
劇
毛

0                      1o                      20m

(S=1:200)

― ■ ―

第 6図 久戸Ⅱ遺跡 6地区遺構配置図121



SB01

上

田
―
―
―

　
　
『
ヽ

A「

②

S B01
Pl ①10YR2/1黒色粘質土+地山粘質±10%
P2①10YR2/1黒色粘質土

②10YR2/1黒色粘質上十地山粘質±40%
P3 ①10YR2/1黒色粘質土
P4① 10YR2/1黒色粘質土

②地山粘質上+10YR2/1黒 色粘質±5%
P7 ①10YR2/2黒 褐色粘質上十地山粘質上30%

②10YR2/1黒色粘質土
P10① 10YR2/1黒色粘質土

②地山粘質上+10YR2/1黒 色粘質±20%
③10YR2/1黒色粘質上十地山粘質±5%

S B03
Pl ①10YR2/1黒 色粘質土砂礫混じる
P2①10YR2/1黒 色粘質土砂礫混じる

②地山粘質上+10YR2/1黒 色粘質
±20%

P3① 10YR2/1黒色粘質土砂礫混じる
+地山砂礫±5%

P4 ①10YR2/1黒 色粘質上十

地山砂礫±20%
P5 ①10YR2/1黒 色粘質土

②10YR2/1黒色粘質上十

地山粘質±15%
P9 ①10YR2/1黒 色粘質上

L=6凱300m生 田   P2        生

L言69800m

SB03

EEll

第 7図 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺構(1)(S=1:80)

-13-

9   2  4甲



SB02

A  P2

L=69800m

P8   Af

S B02
P2 ①10YR2/1黒色粘質上十地山粘質±3%
P3 ①10Ⅵゼ/1黒色粘質土+地山粘質±1%
P4 ①10YR2/1黒色粘質二十地山粘質±1%

②地山+10YR2/1黒 色粘質上15%
P5 ①10YR2/1黒色粘質二十地山粘質±20%

②地山+10YR3/1黒 褐色粘質±20%
P6 ①10YR2/1黒色粘質上十地山粘質±30%
P8 ①10YR2/1黒色粘質上十地山粘質±15%

②10YR2/1黒褐色粘質土+地山粘質±4Cl%

o             2            4m

隷
ヤソフチ

第 8図 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺構(2)(S=1:80)

-14-



一〇

０
０
Ｘ
∽

Ｏ
ｒ
望
∽

|四

○

IQ 1田

1唖

SX02
①地山粘質上+2/1黒色粘質±10%
②地山粘質上+2/1黒色粘質±5%
③10YR2/3黒 褐色粘質土+地山粘質±5%+2/1黒色粘質±3%炭混じる
④10YR2/3黒褐色粘質土+地山粘質±20%+2/1黒色粘質±5%
⑤10■

/R2/3黒褐色粘質上十地山粘質±30%
⑥10YR2/3黒褐色粘質土+地山粘質±50%
⑦地山粘質二十2/3黒褐色粘質±20%

SX03
①10YR2/3黒 褐色粘質上十地山粘質±15%
②10YR2/2黒 褐色粘質二十地山粘質上1%
③地山粘質上+10YR2/2黒 褐色粘質上10%
④10YR2/2黒褐色粘質土+地山粘質上20%

SX04
①10YR2/2黒 褐色粘質二十地山粘質上15%炭混じる
②地山粘質二十10YR2/2黒 褐色粘質上20%
③10YR2/1黒色粘質上十地山粘質上20%
④lllYR2/1黒色粘質上十地山粘質±1%

SK16
①10YR2/2黒 褐色粘質上十地山粘質上10%
②10YR2/2黒 褐色粘質上十地山粘質±40%
③地山粘質上+10YR2/2黒 褐色粘質上20%(S X05埋 土)

SX06
①地山粘質二十10YR2/2黒 褐色粘質±1%

L=71600m

第 9図 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺構(3)(S=1:80)

③◎
∽
Ｘ
Ｏ
ユ

SK可 7

=|

I「

S10可

①10YR2/1黒色粘質上十地山粘質±5%
②10YR2/1黒色粘質上十地山粘質±20%礫混じる
③10YR2/1黒色粘質土

S102
①10YR2/2黒褐色粘質土十地山粘質±20%
②10YR2/1黒色粘質土+地山粘質±1%
③10YR2/1黒色粘質上十地山粘質±15%
④10YR2/3黒褐色粘質上十地山粘質±20%
⑤10YR2/2黒 褐色粘質土

SK09
①10YR2/3黒褐色粘質上十地山粘質±70%炭混じる

SX01
①10YR2/3黒褐色粘質上+2/1黒色粘質±5%十地山粘質±3%
②10YR2/3黒褐色粘質土+地山粘質上40%
⑥地山粘質土+10YR2/1黒 色粘質±1%
④10YR2/1黒色粘質上十地山粘質±1%
⑤10YR2/2黒 褐色粘質土十地山粘質±5%
⑥10YR2/3黒褐色粘質上十地山粘質±1%

o            2            4m

-15-



ICD

L=70300m

S K14
①N■5/黒色炭
②①十地山粘質±60%

S K15
① 5Y2/1黒 色粘土+地山粘質±20%炭混じる
② N■5/黒色炭+5Y2/1黒色粘±20%+

地山粘質±10%
③ N15/黒色炭+地山粘質±15%

S 103
①5Y2/2黒褐色粘土炭多く混じる
② 7.5Y2/1黒 色粘土炭混じる

SK15

SK14

ヽ

ヽ

拭

Ｆ

十

～

／

‐

（―引
―
　
　
　
　
　
寸
ｒｙ
∽
　
　
　
　
　
　
‐渕
引

４

ポ

o            1            2m

第10図 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺構141(S=1:40)

-17-



耳,
9

I                      II

13

SX02

‐４　　つ〃孝‐５
頂 :::了

~~了

718

0                             20cm

(S=1:3)

-18-

6

第¬図 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺物何)



SD01

37

(ミ
:正

三「 正三二三二正三正三
千

三三三三三三≡=三≡「
身そヶ

7 39

25

＼
丼_______!正三正三三と

`′

ン
  27

ヒ 剰

=30

＼
＼、_____1.....「 ″

″

3可

▽μ莉

3)

-19-

第12図 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺物(2)(S=1:

0                             20cm



T42

ロ

ガ

ｍ

ｌｌ

ｌｌｌ

ｌｌｌ

旧

―――

川

―――

――――

‐―――

‐―――

‐‐――

‐――‐

――――

‐―――

‐―

‐―――

――

――

―Ｉ

Ｕ

ｍ

Ⅲ

Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ

‐ ― ――

‐ ― ――

‐ ― ―‐

― ― ――

― ― ― ―

― ― ― ―

― ― ― ‐

― ― ― ―

‐ ― Ｉ

Ｈ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ Ｉ ‐

― ― ―

―― ―

＝

ｕ

一０

２５

ｎ

ｌ ｌ ｌ

ｌ ｌ ｌ

‐ ― Ｉ

Ⅲ

Ⅲ

‐ ― ―

― ― ―

― ――

― ――

― ‐

Ｍ

ＩＩ ‐

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｉ Ｉ‐

十 ‐‐

削

咄

一

＝

― ― ―

― ―――

――――

――――

―――Ｉ

Ⅷ

Ｉ ＩＩＩ

Ｉ ＩＩＩ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

＝

Ｊ

０

５５

１ ‐

‐ ‐

‐ ‐

ｍ

Ｉ Ｉ ‐

川

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

‐ Ｉ Ｉ

日

Ｉ Ｉ

日

日

日

日

Ｈ

日

Ｉ Ｉ

日

日

日

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

ＩＩ Ｉ

Ｍ

Ｗ

ｉ
ｌ

‐
Ｉ

‐ Ｉ

ｎ

ｉ Ｉ

‐Ｉ Ｉ

日

Ｉ Ｉ

阿

削

― ―‐

酬

酬

１ ‐

ｌ Ｉ‐

Ｉ Ｗ

ｌ ＩＩ

剛

‐‐ ＩＩ

‐Ｉ ＩＩ

‐ ‐ ＩＩ

剛

阿

阿

‐ Ｉ Ｉ

ＩＩ Ｉ

ＩＩ Ｉ

ｕ

48

ド 蓮
5刊

フ
ヮ56

包含層

― LT Ⅲ日
6司 62

63

∞

53  -

54

0                             20cm

第 13図 久 戸 Ⅱ遺 跡 6地 区 の 遺 物 (31(S=1:3)  
鮨 ヨ 菖 � 西 西 西 五 冒 匿 百 五 百 西 言 言 言 』

-20-



図版 1 久戸 Ⅱ遺跡 6地区遠景

①調査区遠景(南から)     ②調査区全景(真上から)
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図版 2 久戸 Ⅱ遺跡 6地区の遺構 (1)
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図版 3 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺構(2)
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図版 4 久戸 Ⅱ遺跡 6地区の遺構 (3)
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図版 5 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺構14)

①SK07、 08(南 から)      ②SK12、 13(西 から)

⑤SE01、 02完掘状況

③遺物出土状況

③SK14(西から)

嘔)P153

④SK15(南から)

③遺物出土状況
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図版 6 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺物(1)僣=1:働



図版 7 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺物(2)6=1:働



図版 8 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺物13)俗=1:9
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図版 9 久戸Ⅱ遺跡 6地区の遺物14)僣=13)
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ふりがな

所 収 遺 跡 名

ふ りがな

所在地

コード
耳ヒ漁華 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

ひさ と に い せき

久 戸 Ⅱ 遺 跡
富山県

南砺市久戸
16210 558

36握差33少}

42秒

136度 54分

45秒

050324

050608

1,685コだ
一般県道

改良工事

所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

久 戸 Ⅱ遺 跡 集 落

古代 掘立柱建物 須恵器、土師器

中世
掘立柱建物、土坑、

井戸、柱穴
中世土師器、珠洲

近世 河跡
縄文土器、須恵器、土師器、中世

土師器、珠洲、木製品、近世陶器
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